
第 389回数学検定 (2022.04.10実施)　 1級 1次：計算技能検定　解答例

※　本解答例は、概ね次のような構成になっています。

• 問題

問題文です。日本数学検定協会実施の、頭記の検定問題より引用させていただきました。

• ズルい解答
「数学的には」よくないけれど、時間を節約するためならなりふり構ってられない、という

解き方があれば、書きます。

• 普通の解答
数学的にまともで、また時間的に現実的な解き方です。ただし、若干省略して書いている場

合があります。本解答例のメインの部分です。

•（補足）
• コメント

１．

問題 次の連立合同方程式の正の整数解のうち、最も小さいものを求めなさい。{
x ≡ 6 (mod 13)
x ≡ 7 (mod 11)

ズルい解答

ズルを考えるより手を動かしましょう。

普通の解答

x = 6 + 13m = 11m+ (2m+ 6) であり、2m+ 6 = 18 で第 2式を満たす。

すなわち求める解は m = 6 となり x = 84 …（答）

コメント

第 1問にあまり時間をかけてはいけません。今回のは難しくはありませんでしたが、もしも時間

がかかるなと思ったら後回しにする決断をしましょう。



２．

問題 次の値を求めなさい。ただし、sinh z, cosh z はそれぞれ複素数 z に関する双曲線正弦関

数、双曲線余弦関数で、i は虚数単位を表します。
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8
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ズルい解答

ここでズルは考えなくてもよいでしょう。

普通の解答

cosh ix = cosx, sinh ix = i sinx なので
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=
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…（答）

コメント

ちょっと簡単すぎませんかね…　と言いたいところですが、筆者は最初あわてて答えを 1 にして

ました（反省）。



３．

問題 xyz平面内の 3点 (0,−1, 1), (3,−2,−3), (6, 3, 5)を通る平面を αとします。点 (−2, 5, 6)

と α の距離を求めなさい。

ズルい解答

ズルしようとしても当たらないので、まともにやりましょう。

普通の解答

平面 α 上の 2つのベクトル (3,−1,−4), (6, 4, 4) の外積を計算すると

(3,−1,−4)× (6, 4, 4) = (12,−36, 18)

よって α の法線ベクトルは (2,−6, 3) であり、求める距離は∣∣∣∣∣ [(−2, 5, 6)− (0,−1, 1)] · (2,−6, 3)√
22 + (−6)2 + 32

∣∣∣∣∣ =
∣∣∣∣−4− 36 + 15

7

∣∣∣∣ = 25

7
…（答）

コメント

やり方を知っていれば、特に問題はないかと思います。



４．

問題 関数 f(x) = (Arcsin x)2 について、次の問いに答えなさい。ただし、Arcsin x は sinx

の逆関数で、− π

2
≤ Arcsin x ≤ π

2
を満たすものとします。

1⃝ −xf ′(x) + (1− x2)f ′′(x) を計算しなさい。

2⃝ f(x) の第 6次導関数 f (6)(x) の x = 0 における微分係数 f (6)(0) を求めなさい。

ズルい解答

2⃝の問題文を見た瞬間に後回しを決断する、というテクニックは有効かと思われます。

普通の解答

1⃝ (Arcsin x)′ =
1√

1− x2
より、

f ′(x) =
2Arcsin x√

1− x2(
(1− x2)f ′(x)

)′
=

(
2
√

1− x2Arcsin x
)′

= −2xArcsin x√
1− x2

+ 2

−2xf ′(x) + (1− x2)f ′′(x) = −xf ′(x) + 2

−xf ′(x) + (1− x2)f ′′(x) = 2 …（答）

2⃝
(1− x2)f (2)(x) = xf ′(x) + 2

(1− x2)f (3)(x) = f ′(x) + xf (2)(x) + 2xf (2)(x) = f ′(x) + 3xf (2)(x)

(1− x2)f (4)(x) = 4f (2)(x) + 5xf (3)(x)

(1− x2)f (5)(x) = 9f (3)(x) + 7xf (4)(x)

(1− x2)f (6)(x) = 16f (4)(x) + 9xf (5)(x)

f (6)(0) = 16f (4)(0) = 64f (2)(0) = 128 …（答）

コメント

計算はかなり面倒で、後回し推奨です。 1⃝で 0.5点 取れればいいのですが…



５．

問題 a を定数とします。確率変数 X の F (x) が

F (x) =

{
0 (x < 2)
a

2
− 2

x2
− 8

x4
(x ≥ 2)

で与えられるとき、次の問いに答えなさい。

1⃝ a の値を求めなさい。

2⃝ 1⃝で求めた a の値に対して、X の期待値 E(X) を求めなさい。

ズルい解答

ズルが必要な問題とはいえません。

普通の解答

1⃝ F (2) = 0, F (x) → 1 (x → ∞) などより a = 2 …（答）

2⃝

E(X) =

∫ ∞

2

xf(x) dx =

∫ ∞

2

x

[
4

x3
+

32

x5

]
dx

= − 4

x
− 32

3x3

∣∣∣∣∞
x=2

= 2 +
4

3
=

10

3
…（答）

コメント

累積分布関数というのが扱われたのは、おそらく初めてではないでしょうか。それ以外は、それ

ほど難しい問題ではないと思います。



６．

問題 次の行列式を計算し、係数が有理数の範囲で因数分解しなさい。∣∣∣∣∣∣∣∣
0 a c b
−a 0 b c
−c −b 0 a
−b c −a 0

∣∣∣∣∣∣∣∣
ズルい解答

ズルで何とかなる問題ではないと思われます。

普通の解答

命題 A,B を n× n の行列とするとき、det(A) を A の行列式として

det

(
A B
−B A

)
= det(A+ iB) det(A− iB)

…という命題があるが、(2, 4)成分のノイズをなんとかする必要がある。

すなわち、

（与式）=

∣∣∣∣∣∣∣∣
0 a c b
−a 0 b c
−c −b 0 a
−b −c −a 0

∣∣∣∣∣∣∣∣+ 2c

∣∣∣∣∣∣
0 c b
−a b c
−c 0 a

∣∣∣∣∣∣
=

∣∣∣∣ ci a+ bi
−a+ bi ci

∣∣∣∣ ∣∣∣∣ −ci a− bi
−a− bi −ci

∣∣∣∣+ 2c[−c3 + a2c+ b2c]

= [−c2 + (a2 + b2)][−c2 + (a2 + b2)] + 2c2[−c2 + (a2 + b2)]

= [a2 + b2 − c2][a2 + b2 + c2] …（答）

コメント

少し計算が面倒です。時間を使いすぎないように気を付ける必要があると思います。



７．

問題 次の微分方程式の解のうち、y(0) = 1, y′(0) = 5 を満たすものを求め、y = y(x) の形で

表しなさい。ただし、e は自然対数の底とします。

y′′ − 6y′ + 9y = 6e3x

ズルい解答

ズルを考える必要のある問題ではありません。

普通の解答
d
dx = D と書くと (D − 3)2y = 6e3x , (D − 3)3y = 0 .

これより y = (a+ bx+ cx2)e3x とおいて、初期条件より a = 1, b = 2 .

（答） y = (1 + 2x+ 3x2)e3x

コメント

手早く解ききっておきたい問題でした。

今回は解くのに時間がかかる問題がいくつかありました。合格のために、解きやすい問題を優先

して対応することを考えるべきであったでしょう。
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